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ウィズコロナ下での
未来社会の創造



第１回日田市議会定例会で原田
啓介市長から施政方針が発表さ
れました。令和４年度市政執行
の方針から抜粋して、まちの目
指すべき方向性と取組をお伝え
します。

問地方創生推進課創生企画係
　☎㉒８２２３（市役所６階）

市
政
執
行
の
基
本
方
針

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
依
然
と
し
て
日
常
生

活
や
経
済
社
会
活
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
中
、
本

市
で
は
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
、
国
や
県
と
連
携
し
て
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
確
実
な
実
施
や
生
活
困
窮
者
・
子
育
て
世
帯

や
地
域
経
済
な
ど
、
適
宜
必
要
な
支
援
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、
感
染
症
対
策
の
徹
底
と
と
も

に
、
状
況
に
応
じ
て
躊
躇
せ
ず
必
要
な
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

日
田
市
を
創
生
す
る
取
組

　
本
市
で
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
若
者
世

代
の
都
市
部
へ
の
流
出
な
ど
に
よ
っ
て
、
様
々
な
分
野
で
担

い
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
向

け
て
「
第
６
次
日
田
市
総
合
計
画
第
２
期
基
本
計
画
」
の
重

点
施
策
と
し
て
ま
と
め
た
「
第
２
期
日
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
沿
っ
て
、
地
方
創
生
の
取
組
を

住民自治組織に対する支援や
男女共同参画に関する啓発活
動を継続し、多様性を認める
社会を目指してパートナー
シップ宣誓制度の導入、移住
定住しやすい環境の充実に努
めます。また、オンライン申
請に対応できる行政手続の拡
大に取り組みます。

① 市民協働　きずなを強める ②
新型コロナワクチンの３回
目追加接種の早期完了に向
けて取り組みます。上・中
津江地区のこども園の整備
や障がい者の自立に向けた
取組を推進します。また、
災害情報を一元管理する防
災サーバを活用して危機管
理体制を充実します。

福祉　住む安心を高める

⑥
「第３次日田市環境基本計画」
を基本として、循環共生型社
会の実現に向けた取組と、新
清掃センター建設予定地の整
備と施設建設に向けた取組を
進めます。また、国が目指す
「2050年カーボンニュート
ラル」に向け、実施可能な取
組を検討し対応を進めます。

環境　水と緑を宝にする⑤
令和３年度に見直した「日田
市教育行政実施方針」に基づ
き各種施策の推進を図りま
す。ＩＣＴ機器を活用しなが
らデジタル教材を導入するほ
か、教員のＩＣＴ活用指導力
の向上を図り、児童・生徒の
情報活用能力や思考力・判断
力・表現力を育成します。

教育･文化　学ぶ楽しさを増やす

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
地
域
経
済
や
市
民
生
活
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
一

方
、
感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
急
速
に
進
む
社
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
対
応
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
令
和
４
年
度
は
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
「
若
い
世
代
が

住
み
続
け
た
い
と
思
う
ふ
る
さ
と
日
田
を
創
る
」
の
達
成
に

向
け
た
取
組
と
と
も
に
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下
で
の
地
域
経
済

の
活
性
化
と
未
来
社
会
を
切
り
開
く
取
組
も
推
進
し
ま
す
。

　
総
合
戦
略
が
示
す
４
つ
の
施
策
の
う
ち
「
市
内
で
の
雇
用

の
定
着
に
向
け
た
取
組
」
に
つ
い
て
は
、
市
外
へ
流
出
し
た

若
い
世
代
の
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
策
と
し
て
、
日
田
の
仕
事
の
魅

力
を
発
信
し
、
地
元
回
帰
に
つ
な
げ
ま
す
。
「
子
育
て
に
関

す
る
環
境
や
支
援
の
充
実
」
に
つ
い
て
は
、
「
総
合
的
な
子

ど
も
支
援
拠
点
」
の
創
設
に
向
け
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み

な
ど
の
相
談
に
一
元
的
に
対
応
で
き
る
総
合
窓
口
を
設
置
す

る
ほ
か
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
専
門
機
関
と
連

携
し
た
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
え
る
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。
「
移
住
・
定
住

に
向
け
た
取
組
」
に
つ
い
て
は
、
移
住
希
望
者
に
対
す
る
仕

事
か
ら
住
む
場
所
ま
で
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
支
援
や
空
き

家
バ
ン
ク
を
利
用
す
る
若
者
へ
の
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て
は
、
行
動
力
の

あ
る
人
材
の
育
成
に
努
め
、
若
い
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

　
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
取
組
と
し
て
、
引
き
続
き
、
個

人
消
費
を
喚
起
す
る
た
め
、
県
と
連
携
し
た
地
域
消
費
喚
起

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
観
光
業
の
支

援
と
し
て
『
日
田
式
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

の
実
施
、
「
食
」
や
「
体
験
」
を
通
じ
て
日
田
の
魅
力
を
伝

え
る
動
画
の
配
信
、
「
進
撃
の
巨
人
」
を
活
用
し
た
誘
客
な

ど
に
取
り
組
み
、
観
光
需
要
を
喚
起
し
て
い
き
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、
行
政
運
営

効
率
化
に
向
け
た
自
治
体
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
や
共
通

化
、
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
利
用
し
た
業
務
改
革
な
ど
を
進
め
る

ほ
か
、
感
染
症
対
策
も
視
野
に
入
れ
た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
環

境
の
整
備
に
も
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
利
便
性
向
上

に
つ
な
げ
る
た
め
、
質
問
に
自
動
応
答
す
る
機
能
を
備
え
た

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
る
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を
図
り
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。
学
校
教
育
の
分
野
に

お
い
て
も
、
子
供
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
学
び
を
支
え
る
た

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
取
組
を
加
速
さ
せ
、
子
供
た
ち
の
可
能

性
を
引
き
出
す
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学

び
」
の
推
進
に
よ
る
学
習
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

復
旧
・
復
興
の
取
組

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
は
「
日
田
市
復

旧
・
復
興
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
被
災
者
の
支
援
と
公
共

施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
「
被
災
者
へ
の
支
援
」
「
農
林
水
産
業
・
商
工
業
等

へ
の
支
援
」
「
教
育
施
設
・
文
化
財
等
の
復
旧
・
復
興
」

「
社
会
資
本
等
の
復
旧
・
復
興
」
の
４
項
目
を
柱
と
し
た
各

種
事
業
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
「
次
の
災
害
に
備
え
る
」

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
地域高規格道路「中津日田道
路」等の更なる整備促進に向
けた国や県への働きかけや、
市民生活の基盤となる市道の
整備に取り組みます。また、
地域の実態や利用状況を考慮
した交通手段の維持と確保に
向けて、地域公共交通計画の
策定に取り組みます。

生活基盤　安全で快適に暮らす③
「日田市農業振興ビジョン」
及び「日田もりビジョン」に
基づいて農林業の振興を図り
ます。経営や創業に関する相
談に日田市ビジネスサポート
センターで対応するととも
に、観光分野の状況変化に対
応するため「日田市観光振興
基本計画」を改訂します。

産業振興　やりがいと魅力をつくる
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▲

天ヶ瀬温泉街復興プロジェクト事業　530万円
天ヶ瀬温泉街の復興のため、地域で策定した「天ヶ瀬温
泉復興ビジョン」の将来像の実現に向けたまちづくり活
動を支援する。

▲

都市防災総合推進事業　　　　  2,745万円
天ヶ瀬温泉街の復興・発展に向けた「復興ビジョン」をも
とに、今後のまちづくりの目標や方針、これを具体化する
ための施策等を示す「復興まちづくり計画」を策定する。

▲

中津江地区福祉保健施設移転整備事業
　  1億5,625万円

被災した中津江高齢者生活福祉センターの再建に際し、
入居者等の安心・安全を確保するため、施設を移転し整
備する。

市民協働　きずなを強める

▲

まちづくり活動推進事業 368万円
市民活動団体を対象に、地域活性
化のために主体的に企画・実行す
る事業に対し補助する。▲

定住促進補助事業・ひた暮らし
　ＰＲ事業　　　　　　3,845万円
移住・定住人口の増加を目指し、
市の魅力と移住・定住に関する情
報発信や民間団体との協働による
移住サポートなどを行う。▲

オンライン手続支援システム構築
事業  　 　　　　　　　722万円
行政手続のオンライン化を進める
ため、電子申請への案内や手続に
関する問合せに自動応答する
チャットボットを導入する。

①
福祉　住む安心を高める

▲

公立教育・保育施設整備事業
7,869万円

上・中津江地区における安心・安
全な教育・保育施設を整備するた
め、「すぎっ子こども園」「なか
つえ保育園」の統合を行う。▲

支援対象児童等見守り強化事業
　973万円

要支援児童等の居宅を訪問し、子
供の安否確認や状況把握をしなが
ら、食事の提供、学習・生活指導
支援等を行う。▲

自主防災組織活性化事業 519万円
自主防災組織の活性化を図るた
め、防火防災活動等への助成や体
験型防災プログラムを実施する。

②

▲

日田式産地パワーアップ事業 1,475万円
アフターコロナを見据えた主要農
産物の生産振興と魅力向上を図る
ため、生産基盤の強化やプロモー
ションを展開する。▲

ひたで働く魅力発信事業 306万円
学生等を対象に市内企業への就職
を促進するため、UIJターン支援
拠点「dot.」を活用したイベント
や情報発信等を行う。▲

進撃の巨人を活用した誘客促進事業・
感染症対策観光需要喚起事業 2,021万円
「食」や「体験」を通じて日田の
魅力を伝える動画の配信を行うほ
か、進撃の巨人を活用した誘客の
取組を展開する。

③
産業振興　やりがいと魅力をつくる

生活基盤　安全で快適に暮らす

▲

地域公共交通計画策定事業　　　
1,185万円

効率的で利便性の高い公共交通網を
構築するため、公共交通機関の利用
実態調査や課題分析を行った上で、
地域公共交通計画を策定する。▲

市道中間小五馬柚木線改良事業　
　 1,500万円

木材運搬車等の通行が多い路線で
あり、一般車の通行に支障が生じ
ているため道路整備に着手する。▲

公園施設長寿命化対策事業 4,312万円
公園施設の改築更新費用の削減・
平準化を図るため、長寿命化計画
に基づき、効率的な維持管理や改
築・更新を行う。

④
教育・文化　学ぶ楽しさを増やす

▲

ＩＣＴ教育環境整備事業・ＩＣＴ
教育支援事業　　　1億5,672万円
通信環境が未整備の家庭にモバイ
ルWi-Fiルーターを貸与する等、
環境整備などを行う。▲

小・中学校確かな学力育成支援事業
　5,182万円

児童生徒の学習意欲と学力向上を
図るため、ＡＩドリルを含めた補
助教材購入の公費負担、市独自の
学力調査の実施等を行う。▲

ツール・ド・九州2023実施事業 155万円
サイクルスポーツの普及拡大で地
域活性化を図るため、県と協働し
て「ツール・ド・九州2023」の
開催に向けた取組を行う。

⑤
環境　水と緑を宝にする

▲

美しいひたづくり推進事業　662万円
地域の環境保全を図るため、ポイ
捨て等防止監視員による巡回監視
や、モデル地区の指定による自主
的な美化活動の支援を行う。▲

地域資源リサイクルシステム施設
整備事業　　 　　　1,363万円
資源の有効利用と既存施設の老朽
化対策として、３つの廃棄物等処
理施設を統合し、効率化するシス
テムの構築を目指す。▲

焼却施設等更新事業 1億2,530万円
清掃センターの施設更新へ向けた用
地整備を進めるとともに、施設の設
計・建設・運営業務における事業者
の選定に向けた準備を行う。

⑥

　
２
・
３
ペ
ー
ジ
で
お
伝
え
し
た

令
和
４
年
度
施
政
方
針
に
基
づ
き
、

本
年
度
も
多
く
の
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
も
主
な
取
組
を
抜

粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

※
赤
字
は
新
規
事
業
。

※
１
万
円
未
満
の
金
額
は
、
四
捨
五

入
し
て
い
ま
す
。
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予算額
20億8,756万円
20億5,512万円
９億8,317万円
14億4,068万円

下水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は

３
７
３
億
１
７
８
２
万
円
と
な
り
、
前

年
度
と
比
較
し
て
７
億
９
４
０
４
万
円

減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な
要
因
と

し
て
、
公
共
土
木
施
設
や
農
林
業
用
施

設
な
ど
の
災
害
復
旧
事
業
が
９
億
６
０

０
４
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

 

歳
入

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
市
で
賄
う
自

主
財
源
が
31
・
４
％
、
国
や
県
か
ら
の

交
付
金
な
ど
の
依
存
財
源
が
68
・
６
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
水

郷
ひ
た
応
援
基
金
を
は
じ
め
と
す
る
基

金
の
活
用
に
よ
っ
て
、
財
源
の
確
保
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 

歳
出

　
「
目
的
別
」
と
「
性
質
別
」
の
グ
ラ

フ
は
、
共
に
一
般
会
計
の
歳
出
を
表
し

た
も
の
で
す
。

　
「
第
６
次
日
田
市
総
合
計
画
第
２
期

基
本
計
画
」
に
基
づ
く
施
策
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
「
令
和
２
年
７
月
豪

雨
」
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
取
組

み
に
必
要
な
経
費
な
ど
を
確
保
し
ま
し

た
。

　
性
質
別
で
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比

較
す
る
と
、
災
害
復
旧
事
業
費
が
９
億

６
０
０
４
万
円
の
減
額
、
普
通
建
設
事

業
費
が
８
億
９
１
４
７
万
円
の
減
額
と

な
る
一
方
で
、
物
件
費
が
８
億
９
６
０

３
万
円
の
増
額
、
維
持
補
修
費
が
９
１

０
３
万
円
の
増
額
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。 令和４年度

日田市の予算
令和４年第１回市議会定例会に
提案した令和４年度当初予算の
概要をお知らせします。

問財政課財政係☎㉒８６３４
　（市役所４階）

【歳出】

▼人件費
職員や特別職の給与、議
員の報酬など

▼扶助費
高齢者や児童などに対し
て行う様々な支援に必要
な経費

▼公債費
事業を行うために借りた
お金（市債）の返済（元
金・利子）などの経費

▼普通建設事業費
学校や施設、道路の新・
増設などに要する経費

▼物件費
旅費、施設の維持管理な
どに要する経費

▼補助費等
補助金の交付や負担金の
拠出に必要な経費

▼災害復旧事業費
土砂崩れなど、災害が起
きたところの原状復帰の
ための経費

▼繰出金
一般会計が特別会計など
に負担するお金

用 語 説 明

【歳入】

▼市税
市民税、固定資産税、た
ばこ税、軽自動車税など
の税金

▼地方交付税
　市町村が等しく事業を遂
行できるよう、国から交
付されるお金

▼地方譲与税
　国が徴収した自動車重量
税等から市に配分され、
交付されるお金

▼分担金及び負担金
　地方公共団体等の事業で
利益を受ける人に負担し
てもらうお金

　目的別　

教育費　39億2,680万円（10.5％）

民生費　128億9,489万円（34.6％）

労働費　7,049万円（0.2％）

衛生費　34億1,167万円（9.1%）

災害復旧費　５億5,287万円（1.5%）

土木費　35億5,322万円（9.5%）

総務費　45億9,537万円（12.3%）

公債費　43億4,634万円（11.6％）

その他（諸支出金・予備費）
5,393万円（0.1%）

農林水産業費　18億1,427万円（4.9%）

商工費　８億4,057万円（2.3%）

議会費　２億5,419万円（0.7%）

消防費　10億321万円（2.7%）

依
存

財
源

自主財
源

そ
の

他
義務

的
経

費

歳出
投資的
経費

歳入

市税（20.7％）
77億 2,897 万円

人件費（15.7％）
58億 7,235 万円

扶助費（21.6％）
80億 4,470 万円

公債費（11.6％）
43億 4,634 万円普通建設

事業費（9.9％）
36億 7,957 万円

災害復旧事業費（1.5％）
５億 5,287 万円

物件費（18.7％）
69億 7,202 万円

維持補修費（1.2％）
４億 3,667 万円

補助費等（7.6％）
28億 4,386 万円

投資及び
出資金（1.1％）
４億 697万円

貸付金（0.7％）
２億 5,342 万円

繰出金（9.0％）
33億 5,029 万円

その他（1.4％）
５億 5,876 万円

繰入金（4.2％）
15億 6,964 万円 諸収入（2.3％）

８億 6,040 万円

地方交付税（31.9％）
119億円

国庫支出金（15.3％）
57億 733万円

市債（7.3％）
27億 2,480 万円

県支出金（7.8％）
28億 9,234 万円

地方消費税交付金（4.0％）
14億 9,000 万円

地方譲与税（1.6％）
５億 9,774 万円

その他（0.7％）
２億 5,500 万円

使用料及び手数料（1.7％）
６億 3,781 万円
繰越金（0.8％）
３億円

▼国・県支出金
　市町村が行う特定の事業
に対して国又は県から交
付されるお金

▼市債
市の借入金で償還が１年
を超えて行われるもの

▼繰入金
基金として積み立てたお
金を取り崩して収入とす
るお金

性質別

【令和４年度特別会計・企業会計当初予算】
特別会計は、特定の事業を行うために一般会計と区別して設けられています。日田市には６つの特別会計と水道・下水
道事業会計があります。

予算額
84億3,319万円
10億5,464万円
74億72万円

１億5,145万円
１億2,794万円

183万円

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
診療所事業
給水施設事業

特別会計

住宅新築資金等貸付事業

予算額
13億8,960万円
12億8,210万円
２億9,111万円
８億2,541万円

水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

【令和４年度一般会計当初予算】

373億1,782万円

その他（分担金及び負担金等）（1.7％）
６億 5,379 万円
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予防接種のご案内令和４年度予防接種実施医療機関
　市では、お子さんの健康状態に合わせて予防接種を受けることができるように、個別接種を行っています。
　予防接種は、９ページの医療機関で実施しています。

日本脳炎予防接種の特例
　平成17～21年度までの間、積
極的な接種の呼び掛けを差し控
えたことによって予防接種が終
わっていない下記の人は、定め
られた期間に未接種分を定期接
種として無料で実施できます。
①平成19年４月２日～平成21年10
月１日生まれの13歳未満の人

※13歳以上の人は対象外となります。
②平成19年４月１日以前に生まれ
た20歳未満の人

※20歳以上の人は対象外となります。

子宮頸がん予防接種
　平成25年６月から差し控えていた
接種勧奨を再開します。差し控え
によって接種機会を逃した人（平
成９～17年度生まれ）の対応につ
いては、４月～令和７年３月まで
の３年間で接種を行います。
市外・県外で接種する人へ
　個別の手続が必要です。接種費用
は、一旦自己負担となりますが、
接種後に接種費用を助成する制度
があります。予防接種を受ける前
に上記にお問い合わせください。

　それぞれの予防接種の望ましい接種時期の例を示しています。実際に接種するときは、かかりつけ医と相談しましょう。
※　　　は標準的な接種期間、■は定期接種の対象年齢で、無料で接種できる期間を示しています。①～④は、ワクチンの
種類ごとの接種回数を示しています。

問健康保険課保健医療係☎㉒８３７０（市役所３階）

予防接種のスケジュールの例

ワクチン

四種混合
（ジフテリア・破傷風・
百日せき・不活化ポリオ）

麻しん風しん混合
（１期、２期）

日本脳炎
（１期、２期）

ＢＣＧ（結核）

ヒブ

小児用肺炎球菌

Ｂ型肝炎

ロタウイルス感染症

おたふくかぜ

二種混合
（ジフテリア・破傷風）

２
か
月

３
か
月

４
か
月

５
か
月

６
か
月

７
か
月

８
か
月

９
か
月

10
か
月

11
か
月

12
か
月

15
か
月

18
か
月

19
か
月
２
歳
３
歳
４
歳
５
歳
６
歳
７
歳
８
歳
９
歳
10
歳
11
歳
12
歳

①
▼

①
▼
②
▼

①
▼
②
▼
③
▼

①
▼
②
▼

１
価

５
価

①
▼

①
▼

②
▼

②
▼

④
▼

②
▼ １期追加

１期追加

子宮頸がん予防

２期

①
▼２期

２期
③
▼

定
期
接
種

任
意

①
▼
②
▼

①
▼
②
▼
③
▼

③
▼

１期初回

１期

③
▼

水痘（水ぼうそう） ②
▼

①
▼

④
▼

１期初回

④
▼

①
▼

①
▼

④
▼

③
▼

乳幼児の予防接種
出生や転入の届出があった翌月に
次の２つを郵送します。
■冊子
　「予防接種と子どもの健康」
※冊子をよく読み、予防接種の必要性
や副反応を正しく理解して受けま
しょう。
■乳幼児期に受ける予防接種の予診票
　（医療機関にも備え付けています）
※予診票は、お子さんの健康状態を把
握するための大切な書類です。保護
者が責任を持って記入してくださ
い。

予防接種を受ける際は、各医療機関へ事前に電話で予約や確認をし、お子さんの体調が良いときに受けてください。
必ず「母子健康手帳」を持参してください。

１回目は生後14週６日までの実施が望ましい

２期
のみ

麻生小児科医院

石井産婦人科
井上内科
大分県済生会日田病院
大河原病院

奥平医院

河津内科呼吸器科

隈診療所

こじかこどもクリニック

五反田病院

下飛田小児科

聖陵岩里病院
膳所医院

新関内科医院

日田市立上津江診療所
日田市立東渓診療所

日野内科

福田医院

福田内科クリニック

堀田クリニック

松浦クリニック
宮原レディースクリニック

みよしクリニック

淡窓２丁目

豆田町
田島本町
清水町
隈２丁目

中津江村栃野

石井町２丁目

隈１丁目

清岸寺町

若宮町

中央１丁目

銭渕町
本町

田島２丁目

上津江町川原
天瀬町合田

天神町

清岸寺町

大宮町

新治町

中央１丁目
玉川町

三芳小渕町

１

２
３
４
５

６

７

８

９

10

11

12
13

14

15
16

17

18

19

20

21
22

23

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

24-2323

23-4153
22-4700
24-1100
22-3131

54-3021

23-8123

22-0033

28-8771

23-8386

24-1148

22-1600
22-3292

24-3355

54-3001
57-2500

23-6009

22-1648

25-5188

22-2662

24-4155
24-3584

24-1515

医療機関名 住所 電話
番号

９:00～11:00

14:30～18:00

実施曜日

定期

四
種
混
合

二
種
混
合

日
本
脳
炎
１
期

日
本
脳
炎
２
期

Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）

ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

子
宮
頸
が
ん
予
防

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）

Ｂ
型
肝
炎

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
１
期
、
２
期
）

任意

お
た
ふ
く
か
ぜ

土

月水木金
14:00～17:00
９:00～12:00

９:00～12:00

土
13:30～14:30
９:00～11:30

月～金
14:00～17:30
９:00～11:30

月～金 14:00～16:30

月～金 14:00～16:00

土
月～金 ９:00～17:00

９:00～15:00

水

月火木金
14:00～18:00
９:00～12:30

９:00～12:30
土 14:00～16:00

月～金
月～土 ８:30～12:30

14:00～17:30

土 14:00～14:45

10:30～12:00
月～金

14:30～16:00

月～土
（第１土休診）

土

水

月～金
８:30～12:30
13:30～17:30
８:30～12:30

月火水金
14:00～16:00
９:00～12:00

９:00～12:00

８:45～12:00
８:45～17:30

土
月～金

月火木金 15:30～16:30

要予約月土

木

要予約
要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

小学６年生～高校１年生相当年齢の間に３回
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市政情報ピックアップ

　日田市複合文化施設ＡＯＳＥ（アオーゼ）で活動を行っている各教室の生徒を募集します。
　見学・体験等もできますので、お気軽にお問い合わせください。

問社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８（アオーゼ１階）

●日田市複合文化施設ＡＯＳＥ（アオーゼ）教室生募集！

教室（内容） 時間
19:30～21:30
９:45～11:45
10:00～12:00

15:30～16:30
19:00～21:00
13:30～15:30
18:30～19:30
10:00～13:00

14:00～16:00
13:00～15:00
13:30～15:00
13:30～15:30
９:00～12:00
13:20～16:20
９:00～17:00

日田市民合唱団
ねむの会（コーラス）
Smile　YOGA
竹工芸教室
日田ギターアンサンブル（クラシックギター）
からたち童謡コーラス
日田もりあ下駄い
絵画愛好会（油絵・水彩画）
「月刊社会教育」を読む会
女声合唱団日田コール・アイリス
木曜ダンス教室（社交ダンス）
ひた器楽サークル（楽器演奏）
絵画教室（水彩画）
コール・ピュア（コーラス）
書道教室
キーハープ（大正琴）
こども書道教室
日田少年少女合唱団
日本棋院　日田支部　囲碁教室   

19:30～21:30

19:00～21:00

曜日

金曜日

月曜日

火曜日

水曜日

第１・３月曜日

土曜日

支部大会日

木曜日

第１～３金曜日
第１・３金曜日

第２水曜日
第１～３水曜日

第１～３木曜日

●合併処理浄化槽設置費補助金の上乗せ補助を一部拡大
　市では、生活排水対策のため合併処理浄化槽の設置
に対する補助を行っています。単独処理浄化槽及び汲
み取り便槽から合併処理浄化槽への転換を促進するた
め、令和４年度から上乗せ補助の一部を拡大します。

【補助対象者】
　公共下水道等の整備区域を除いた区域で、市内に住
所を有し、自ら居住する住宅に浄化槽を設置する人
及び市内に居住する目的で浄化槽を設置する人

【補助金額】
新築や家の建替え等で
新しく浄化槽を設置する

汲み取り便槽又は単独
処理浄化槽からの転換サイズ

５人槽
７人槽
10人槽

332,000円
414,000円
548,000円

532,000円
614,000円
748,000円

問環境課水・環境係☎㉒８３５７（市役所２階）

※都市計画区域内に設置する場合は、更に３万円の上乗せ補助
があります。

単独処理浄化槽又は汲み取り便槽から転換設置を行う場合
は、左記のとおり上乗せ補助があります。上乗せ補助金を活
用し、この機会に是非合併処理浄化槽を設置しましょう！

単独処理浄化槽から合併処理浄化槽
への転換設置に係る工事に付帯して
行う宅内配管工事

300,000円

90,000円

90,000円

単独処理浄化槽の撤去

単独処理浄化槽又は汲み取り便槽の
撤去

単独処理浄化槽又は汲み取り便槽か
ら合併処理浄化槽への転換設置に係
る工事に付帯して行う宅内配管工事

300,000円

【現行】

【変更後】

問健康保険課保健医療係☎㉒８３７０（市役所３階）

●高齢者肺炎球菌ワクチンを受けましょう
　肺炎球菌ワクチンの定期接種の経過措置が令和５年度（2023年度）まで延長
されました。希望する人はかかりつけ医と相談し、必ず事前に予約をしてから接
種してください。なお、予防接種を受けることについては、それぞれ個人で判断
してください。実施医療機関は下記又は各医療機関にお問い合わせください。

これまでにこのワクチンを接種
したことがある人は対象外です

定期予防接種の対象になるのは今回だけです。
この機会を逃すと今後、定期予防接種として受ける
ことができません。

▼対象者（市内に住民登録をしている人）
①令和４年４月２日～令和５年４月１日の期間で、
「65・70・75・80・85・90・95・100歳」になる人

※接種履歴のない人には４月中に個別通知します。
②60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能
又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害が
ある人（身体障害者障害程度等級表１級相当）

▼接種期間　４月１日㈮～令和５年３月31日㈮
▼持参するもの（③は該当者のみ）

①個別通知に同封した予診票
②本人確認できるもの（健康保険証など）
③保護証明書・非課税証明書・身体障害者手帳など

▼自己負担額　2,430円（診察のみの場合は980円）
※対象者で生活保護を受けている人、又は市県民税非課税世
帯の人は無料です。その場合、接種する前に右記のいずれ
か１つの証明書が必要ですので、予防接種を受ける際に医
療機関に提出してください。

【生活保護を受けている人】
　保護証明書（社会福祉課で取得）、診療依頼証
【市県民税非課税世帯の人】
　非課税証明書（税務課、各振興局等で取得）
　後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証
　介護保険負担限度額認定証
※当該年度の市民税が確定するまでの期間は前年度の課税状
況になります。

※県外の医療機関で受ける場合は、個別の手続が必要ですの
で、事前にお問い合わせください。

新型コロナウイルスワクチン接種情報⑰ 接種
無料

小児（５～11歳）接種判断に当たっての留意事項
　小児用の新型コロナワクチン接種は、３月上旬から日田市でも開始されています。このワク
チンは、海外でも広く接種が進められていること等を踏まえ、日本でも接種が進められていま
すが、ワクチンの効果についてはオミクロン株の流行前のデータであることから、発症予防や
重症化予防の効果に関する根拠が限定的であるため、予防接種法上の「努力義務」の対象とさ
れていません。こうした情報も踏まえ、お子さんや家族の状況に合わせて、保護者が接種を受
けるかどうかの判断をお願いします。また、個別の事情によって接種を受けることができない
お子さんもいますので、周りの人などに接種を強制したり、接種を受けていない人に差別的な
扱いをしたりすることのないようお願いします。

問新型コロナウイルス関連相談総合窓口☎㉒８２４３・㉒８２８１（市役所３階）

接種券は２回目接種完了から６か月が経過する人
に順次発送しています。お手元に届いた人から、
できるだけ早期に３回目接種をご検討ください。

追加接種（３回目）
【市内医療機関での接種】
・４月10日㈰まで…ファイザー社のワクチン　
・４月11日㈪から…武田／モデルナ社のワクチン

【４月以降の集団接種会場での接種】
・４月12日㈫～４月17日㈰　・５月10日㈫～５月15日㈰
※４、５月とも最終日は20代以下の人を対象に接種を行う予定。
■会場　日田市総合体育館
■取り扱うワクチンの種類　武田／モデルナ社のワクチン
※取り扱うワクチンの種類等は、国からのワクチン供給の状況に
よって変更になる場合があります。

【集団接種会場予約専用電話】
　☎０５０‐５５２６‐２４６９
■受付日
　毎日（土・日曜日、祝日を含む）
■受付時間　午前９時～午後６時

▲集団接種専用
　予約サイト

▲小児接種
　Ｑ＆Ａ

※接種券は、対象年齢に達している全てのお子さんに発送済みです。今後、５歳に到達したお子さんにも順次発送を行う予定です。
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市政情報ピックアップ

　令和４年度の国民健康保険税の仮算定（４～６月
分）の納税通知書と納付書を４月中旬に送付しますの
で、各納期限までに納付してください。

▼仮算定の対象になる世帯
　３月31日以前から国民健康保険に加入している世帯

▼仮算定の対象にならない世帯
　４月１日以降に国民健康保険に新規加入した世帯

※４～６月（１～３期）までは、前年の所得や令和４年度の税
率が確定していないため、前年度の国民健康保険税額を基
に「仮算定」として１期当たり前年度の１か月分に相当する
額を納付していただきます。

※仮算定では、一時所得・譲渡所得は課税所得に含みません。
※仮算定で納付した額が本算定後の年税額を上回った場合は、
差額分をお返しします。

●国民健康保険税（仮算定）の納税通知書を送付します

問税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）

３月２月

月額は令和３年度年税額の
12分の１（１か月）相当額
※100円未満は切捨て。

令和４年度の国民健康保険税額から仮算定で決定した税額（４～６月分）を差し引いて
各期に分割した額
※各納期に生じた100円未満の端数は、その端数の合計を本算定後の最初の納期の税額に合算します。

４月 ５月

仮算定 本算定

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月
１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 12期

周辺地域活性化対策事業費補助金

▼対象団体　振興局管内及び振興センター管内に居住す
る住民等で組織する団体

▼補助率（いずれも上限50万円）
　・限られた地域の振興を対象とした事業…６割以内
　・地域全体の振興に寄与する事業…８割以内

▼対象事業　令和４年度中に実施するもので、地域の活
性化を目的に実施する事業

※市の他の補助対象となる事業を除きます。

▼申込期限　12月23日㈮
　各振興局・振興センターに申込み
※申請を希望する団体は、補助事業の詳しい内容や提出書類の
説明を行うため、各振興局・振興センターまで事前に相談し
てください。
※補助金等の審査は先着順で行います。

●まちづくり活動や地域の活動に活用しませんか

まちづくり活動推進事業補助金

▼対象団体
①一般枠
・自治会や地域コミュニティを形成する団体
・３人以上で構成する公益的な活動やまちづくり等に関
わる団体

※各振興局・振興センター管内の団体は上記の「周辺地域活性
化対策事業費補助金」をご利用ください。
②若者チャレンジ枠
・市内に在住又は通勤、通学する16歳から39歳までの
若者が主体的に活動する団体で、３人以上で構成され
る団体

※構成員に20歳以上の人が１人以上必要です。

▼補助率
①一般枠　補助対象経費の６割以内（上限50万円）
※視察研修のみの事業（上限30万円）。
②若者チャレンジ枠
　補助対象経費の10割以内（上限25万円）

▼対象事業　令和４年度に実施し、地域活性化を推進す
る以下の事業
・自然の活用や自然環境の保全等に係る事業
・景観、歴史、文化等を活用した事業
・生活環境の保全・美化に関する事業
・地域間、国際間の交流に係る事業
・人材の育成を目指した事業
・その他、地域振興に資する事業
・上記事業を行うための視察研修事業
※原則、新規事業が対象です。
※市の他の補助対象となる事業は除きます。
※②若者チャレンジ枠の場合、視察研修事業は対象外です。

▼申込期限　12月23日㈮　
　まちづくり推進課に申込み
※申請を希望する団体は、補助の詳しい内容や提出書類の説明
を行うため、事業実施の２か月前までに相談してください。
※補助金の審査は先着順で行います。

　地域に根差したまちづくりや人づくりのために、市内の団体などが企画する活動に対して助成を行っています。

問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所６階）

問まちづくり推進課地域活動支援係
　☎㉒８３５６（市役所６階）

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

市
役
所
の
組
織
の
主
な
変
更
点
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
「
大
山
文
化
セ
ン
タ
ー
業
務
係
」
を

新
設

問
大
山
文
化
セ
ン
タ
ー
業
務
係

　
☎
㉒
６
８
６
８

■
「
健
康
保
険
課
感
染
症
対
策
係
」
を

新
設

問
健
康
保
険
課
感
染
症
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
４
３
・
㉒
８
２
８
１
（
市

役
所
３
階
）

■
「
情
報
統
計
課
水
郷
テ
レ
ビ
係
」
を

「
情
報
統
計
課
地
域
情
報
係
」
に
変
更

問
情
報
統
計
課
地
域
情
報
係

　
☎
㉒
８
２
２
９
（
市
役
所
６
階
）

令
和
４
年
度
家
庭
ご
み
収
集

日
程
表
を
配
布
し
て
い
ま
す

事
前
に
配
布
し
て
い
る
家
庭
ご
み
日
程
表

は
、
左
記
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
お
手

元
に
な
い
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
日
田
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
ご
み
の
収
集

日
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
事
前
に
通
知
が
届
く

便
利
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
ま
せ
ん
か

道
路
、
公
園
、
河
川
等
の
公
共
の
場
所
の

清
掃
活
動
を
個
人
で
行
う
と
き
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
い
る
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ご
み
袋
が
無
料
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

雨
水
の
有
効
活
用
で

エ
コ
な
暮
ら
し
と
減
災
を
！

雨
水
貯
留
槽
、
雨
水
浸
透
ま
す
、
雨
水
浸

透
管
を
設
置
す
る
人
に
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
貯
め
た
雨
水
は
、
庭
木

へ
の
散
水
や
打
ち
水
、
災
害
時
の
非
常
用

水
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。
多
発
す
る
集

中
豪
雨
に
対
し
、
雨
水
の
流
出
を
抑
え
る

た
め
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象

　
日
田
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域
内

の
宅
地
又
は
雑
種
地

■
申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

載
の
上
、
添
付
資
料
を
添
え
て
左
記
に

提
出
又
は
送
付

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
下
水
道
係

　
☎
㉒
８
１
０
２
（
市
役
所
５
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
下
記
の
時
間
外
に
で
き
ま
す
。
前
日

（
平
日
の
み
）
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
と
き
　
４
月
14
日
㈭
・
28
日
㈭

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

清
掃
セ
ン
タ
ー
日
曜
開
設
日

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に

も
開
設
し
て
い
ま
す
。

※
大
山
町
の
最
終
処
分
場
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
日
曜
開
設
日

　
４
月
17
日
、
５
月
15
日
、
６
月
19
日
、

７
月
17
日
、
８
月
７
日
、
９
月
18
日
、

10
月
16
日
、
11
月
20
日
、
12
月
25
日
、

令
和
５
年
１
月
15
日
、
令
和
５
年
２
月

19
日
、
令
和
５
年
３
月
26
日

※
８
月
、
12
月
、
３
月
の
開
設
日
は
第
３
日
曜
日

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
。

※
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
に
沿
っ

て
分
別
・
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

令
和
３
年
分
確
定
申
告
振
替
納
付
日

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
並
び

に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
の
納
税
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口

座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る
「
振
替
納

税
」
が
大
変
便
利
で
す
。
令
和
３
年
分
の

確
定
申
告
の
振
替
納
付
日
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
「
振
替
納
税
」
を
ご
利
用
の
人

は
、
振
替
日
の
前
日
ま
で
に
口
座
の
残
高

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
振
替
納
付
日

・
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　
４
月
21
日
㈭

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
４
月
26
日
㈫

※
詳
細
は
日
田
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
日
田
税
務
署

　
☎
㉓
２
１
３
６
（
自
動
音
声
案
内
）

　
税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７
（
市
役
所
１
階
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

障
が
い
認
定
を
受
け
る
際
の
手
続

申
請
は
、
健
康
保
険
課
に
次
の
も
の
を
持

参
し
、
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
に
必
要
な
も
の

・
障
が
い
の
程
度
が
確
認
で
き
る
書
類

（
障
害
者
手
帳
な
ど
）

・
本
人
確
認
証
明
（
運
転
免
許
証
な
ど
本

人
と
確
認
で
き
る
も
の
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
）

■
対
象
　
65
歳
か
ら
74
歳
の
人

※
障
が
い
認
定
を
受
け
た
人
は
、
認
定
後
も
75

歳
に
な
る
ま
で
は
届
出
に
よ
っ
て
将
来
に
向

か
っ
て
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
撤
回
後
は
国
民
健
康
保
険
又
は
社
会

保
険
等
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

　
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

成
人
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

対
し
助
成
金
を
支
給
し
ま
す

■
対
象
者
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
接
種
日
時
点
で
18
歳
以
上
50
歳
未
満
の

人
で
、
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

②
接
種
前
に
風
し
ん
抗
体
価
検
査
を
受
け

た
人

③
令
和
４
年
４
月
１
日
〜
令
和
５
年
３
月

31
日
ま
で
に
接
種
し
た
人

※
風
し
ん
追
加
的
対
策
対
象
の
昭
和
37
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま

れ
た
男
性
は
、
追
加
対
策
の
風
し
ん
抗
体
検

査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
助
成
回
数
　
１
人
に
つ
き
１
回
の
み

■
助
成
金
額
　

①
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
上
限
５
千
円

②
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
上
限
３
千
円

※
実
際
に
支
払
っ
た
額
と
右
記
を
比
較
し
、
低

い
金
額
を
助
成
し
ま
す
。
申
請
書
、
抗
体
価

検
査
の
結
果
表
の
写
し
、
領
収
書
の
写
し
を

左
記
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限
　
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
８
３
７
０
（
市
役
所
３
階
）

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
将
来
受
け
取
る
年
金
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
年
金
を
受
け
と
れ
な
く
な
っ
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
に
は
、
便
利

な
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
、
お
得
な
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料

　
１
万
６
５
９
０
円
（
月
額
）

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
者
と
そ
の
家
族
を
見
守
り
支
え
る

「
応
援
者
」
に
な
る
た
め
の
養
成
講
座
を

行
い
ま
す
。

※
受
講
者
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ

る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布
し
ま
す
。

■
と
き
　
４
月
16
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
中
会
議
室

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
４
月
11
日
㈪
　

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

赤
い
羽
根
　
地
域
助
成
事
業

公
募
の
ご
案
内

■
助
成
内
容

　
令
和
５
年
度
の
活
動
に
要
す
る
物
品
な

ど
直
接
的
な
経
費

■
助
成
対
象
　
市
内
で
活
動
す
る
福
祉
分

野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
等

■
助
成
金
額

　
１
件
　
上
限
10
万
円

■
申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
下

記
に
提
出

■
申
請
期
限
　
５
月
31
日
㈫

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局

　
（
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
㉔
７
０
２
６

傷
病
手
当
金
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
関
連
）
支
給
期
間
延
長

日
田
市
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
被
保
険
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
感
染
又
は
発
熱
等
の
症
状

が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
た
際
、
そ
の
療
養

の
た
め
会
社
等
を
休
み
、
給
与
の
全
部
又

は
一
部
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
（
一
定
の
要
件
有
り
）
に
支
給
さ
れ
る

傷
病
手
当
金
の
対
象
期
間
が
延
長
に
な
り

ま
し
た
。

■
対
象
期
限
　
６
月
30
日
㈭

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

日
田
川
開
き
観
光
祭
前
の

「
お
も
て
な
し
清
掃
」

観
光
祭
前
に
河
川
沿
い
や
公
園
清
掃
を
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
実
施
し
ま
す
。
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き

　
５
月
７
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
11
時
頃

　
（
午
前
８
時
30
分
〜
　
受
付
開
始
）

■
と
こ
ろ
　
亀
山
公
園
駐
車
場

■
内
容
　
街
灯
・
公
園
内
清
掃
　
等

■
申
込
方
法
　
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

「
参
加
者
氏
名
、
連
絡
先
」
を
九
州
電

力
㈱
大
分
支
社
に
申
込
み

■
申
込
期
限
　
４
月
15
日
㈮

※
清
掃
道
具
等
準
備
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
九
州
電
力
㈱
大
分
支
社

　
☎
０
９
０
‐
２
３
９
２
‐
１
５
１
８

　
　
０
９
７
‐
５
３
２
‐
１
５
８
１

　
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

制
度
へ
の
参
加
団
体
募
集

水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
制
度
（
ア

ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
は
、
企
業
や
団

体
が
公
園
や
道
路
、
河
川
等
の
う
ち
、
一

定
の
管
理
区
域
を
定
め
、
環
境
美
化
活
動

に
取
り
組
む
制
度
で
す
。
市
で
は
こ
の
活

動
に
対
し
、
清
掃
用
品
を
支
給
す
る
等
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
主
な
支
給
品

　
軍
手
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
、

　
火
ば
さ
み
、
ほ
う
き
、
ち
り
と
り
　
等

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却

紀
尾
井
町
戦
略
研
究
所
㈱
が
提
供
す
る
Ｋ

Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
公
有
財
産
の
売
却
を
行
い
ま
す
。

■
参
加
申
込
期
間

　
４
月
４
日
㈪
〜
20
日
㈬

【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！

■
入
札
期
間

　
５
月
９
日
㈪
〜
11
日
㈬

■
公
売
予
定
物
品

　
救
急
車
（
平
成
22
年
式
）

■
申
込
方
法

　
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
右
記
二
次
元
コ
ー
ド
）
か
ら

申
込
み

※
公
売
物
品
を
中
止
又
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　
☎
㉔
２
２
０
４

令
和
４
年
度
咸
宜
大
学
受
講
生

咸
宜
大
学
と
は
、
日
常
生
活
を
清
く
正
し

く
過
ご
す
と
い
っ
た
「
日
々
是
好
日
」
の

理
念
の
下
、
高
齢
者
の
生
涯
学
習
と
し

て
、
毎
月
１
回
の
全
体
講
座
（
健
康
・
歴

史
・
音
楽
等
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

■
受
講
期
間

　
５
月
〜
令
和
５
年
３
月

■
入
学
金
　
２
５
０
０
円
（
年
間
）

■
申
込
先

　
左
記
に
入
学
金
を
添
え
て
申
込
み

※
講
座
の
内
容
や
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

保
護
猫
の
譲
渡
会

保
護
猫
を
生
涯
家
族
と
し
て
大
切
に
お
迎

え
し
て
く
だ
さ
る
人
を
大
募
集
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
10
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

問
ひ
た
ね
こ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
‐
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ

　
☎
０
９
０
‐
８
２
９
７
‐
１
１
２
１

第
86
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

雨
漏
り
、
屋
根
、
壁
、
床
等
の
傷
み
に
つ

い
て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
24
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

た
け
の
こ
掘
り
体
験
参
加
者
募
集

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
４
月
24
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
月
出
山
多
目
的
交
流
館

※
参
加
費
必
要
。
昼
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
募
集
数
　
50
人
（
先
着
順
）

※
住
所
、
氏
名
、
参
加
人
数
（
一
人
で
も
グ

ル
ー
プ
で
も
可
）
を
記
入
の
上
、
左
記
に

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

□
申
込
期
限
　
４
月
16
日
㈯

問
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
吉
田
）

　
☎
０
９
０
‐
４
３
５
１
‐
９
６
５
０

　
　
㉔
８
１
３
３

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い
環
境
を

お
届
け
し
ま
す

□
対
象
　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人

□
工
事
内
容

　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介
護
保
険
対
象

工
事
、
そ
の
他

□
申
込
期
限
　
４
月
28
日
㈭

※
申
込
受
付
後
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
０
８
０
‐
８
４
２
１
‐
６
０
３
２

くらしの情報
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こころちゃん

市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

市
役
所
の
組
織
の
主
な
変
更
点
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
「
大
山
文
化
セ
ン
タ
ー
業
務
係
」
を

新
設

問
大
山
文
化
セ
ン
タ
ー
業
務
係

　
☎
㉒
６
８
６
８

■
「
健
康
保
険
課
感
染
症
対
策
係
」
を

新
設

問
健
康
保
険
課
感
染
症
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
４
３
・
㉒
８
２
８
１
（
市

役
所
３
階
）

■
「
情
報
統
計
課
水
郷
テ
レ
ビ
係
」
を

「
情
報
統
計
課
地
域
情
報
係
」
に
変
更

問
情
報
統
計
課
地
域
情
報
係

　
☎
㉒
８
２
２
９
（
市
役
所
６
階
）

令
和
４
年
度
家
庭
ご
み
収
集

日
程
表
を
配
布
し
て
い
ま
す

事
前
に
配
布
し
て
い
る
家
庭
ご
み
日
程
表

は
、
左
記
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
お
手

元
に
な
い
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
日
田
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
ご
み
の
収
集

日
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
事
前
に
通
知
が
届
く

便
利
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
ま
せ
ん
か

道
路
、
公
園
、
河
川
等
の
公
共
の
場
所
の

清
掃
活
動
を
個
人
で
行
う
と
き
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
い
る
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ご
み
袋
が
無
料
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

雨
水
の
有
効
活
用
で

エ
コ
な
暮
ら
し
と
減
災
を
！

雨
水
貯
留
槽
、
雨
水
浸
透
ま
す
、
雨
水
浸

透
管
を
設
置
す
る
人
に
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
貯
め
た
雨
水
は
、
庭
木

へ
の
散
水
や
打
ち
水
、
災
害
時
の
非
常
用

水
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。
多
発
す
る
集

中
豪
雨
に
対
し
、
雨
水
の
流
出
を
抑
え
る

た
め
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象

　
日
田
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域
内

の
宅
地
又
は
雑
種
地

■
申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

載
の
上
、
添
付
資
料
を
添
え
て
左
記
に

提
出
又
は
送
付

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
下
水
道
係

　
☎
㉒
８
１
０
２
（
市
役
所
５
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
下
記
の
時
間
外
に
で
き
ま
す
。
前
日

（
平
日
の
み
）
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
と
き
　
４
月
14
日
㈭
・
28
日
㈭

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

清
掃
セ
ン
タ
ー
日
曜
開
設
日

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に

も
開
設
し
て
い
ま
す
。

※
大
山
町
の
最
終
処
分
場
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
日
曜
開
設
日

　
４
月
17
日
、
５
月
15
日
、
６
月
19
日
、

７
月
17
日
、
８
月
７
日
、
９
月
18
日
、

10
月
16
日
、
11
月
20
日
、
12
月
25
日
、

令
和
５
年
１
月
15
日
、
令
和
５
年
２
月

19
日
、
令
和
５
年
３
月
26
日

※
８
月
、
12
月
、
３
月
の
開
設
日
は
第
３
日
曜
日

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
。

※
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
に
沿
っ

て
分
別
・
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

令
和
３
年
分
確
定
申
告
振
替
納
付
日

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
並
び

に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
の
納
税
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口

座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る
「
振
替
納

税
」
が
大
変
便
利
で
す
。
令
和
３
年
分
の

確
定
申
告
の
振
替
納
付
日
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
「
振
替
納
税
」
を
ご
利
用
の
人

は
、
振
替
日
の
前
日
ま
で
に
口
座
の
残
高

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
振
替
納
付
日

・
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　
４
月
21
日
㈭

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
４
月
26
日
㈫

※
詳
細
は
日
田
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
日
田
税
務
署

　
☎
㉓
２
１
３
６
（
自
動
音
声
案
内
）

　
税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７
（
市
役
所
１
階
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

障
が
い
認
定
を
受
け
る
際
の
手
続

申
請
は
、
健
康
保
険
課
に
次
の
も
の
を
持

参
し
、
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
に
必
要
な
も
の

・
障
が
い
の
程
度
が
確
認
で
き
る
書
類

（
障
害
者
手
帳
な
ど
）

・
本
人
確
認
証
明
（
運
転
免
許
証
な
ど
本

人
と
確
認
で
き
る
も
の
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
）

■
対
象
　
65
歳
か
ら
74
歳
の
人

※
障
が
い
認
定
を
受
け
た
人
は
、
認
定
後
も
75

歳
に
な
る
ま
で
は
届
出
に
よ
っ
て
将
来
に
向

か
っ
て
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
撤
回
後
は
国
民
健
康
保
険
又
は
社
会

保
険
等
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

　
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

タ
ウ
ン
情
報

人権コラム　　心、豊かに

あなたから始める「最初の一歩」

　1800（寛政12）年の４月19日、伊能忠敬が
現在の北海道へ測量に出発したことにちなみ、
４月19日は「地図の日」とされています。
　また、日本地図を完成させるために最初の一
歩を踏み出した日でもあることから「最初の一
歩の日」とも呼ばれています。
　伊能忠敬は50歳から天文学などを学び、
1800年の出発の時点で56歳であったといわれ
ています。当時の50代というと家業を次世代に
引き継ぎ、隠居している人がほとんどでした。
その中で、伊能忠敬は学問を修め、学んだ学問
を生かして現在の日本地図のベースとなる正確
な地図を作ったのです。
　まさに「物事を始めるのに遅いということは
ない」ということを体現していると言えます。
これは、現代を生きる私たちにも見習うべき点
があるのではないでしょうか。
　特に人権問題について考えるとき、「今更、
自分一人が何かしても意味がない」「上の世代
の考えを変えるのは難しい」「放っておけばい
ずれなくなる」といった消極的な意見が出るこ
とがあります。しかし、今もなお残っている人
権問題は、そのままでは無くすことができない
ものばかりです。
　例えば、昔から引き継がれてきた偏見からい
われのない差別を受ける部落差別や、周囲の理
解が得られずに社会の中で生きづらさを抱えて
しまうセクシュアルマイノリティ等の人権問題
があります。また、近年ではインターネット上
で様々な人権問題に対して、誤った情報や差
別、偏見を助長するような内容の情報があふれ
ています。
　このような状況を改善していくためには、差
別や偏見を広げないように小さなことでも実践
していくことが大切です。たとえ最初は一人で
も個人個人がそれぞれ心掛けることで、少しず
つでも変わっていけるはずです。
　伊能忠敬の偉業に思いを馳せて、まずは自分
が変わるための「最初の一歩」の機会にしてみ
てはいかがでしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

成
人
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

対
し
助
成
金
を
支
給
し
ま
す

■
対
象
者
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
接
種
日
時
点
で
18
歳
以
上
50
歳
未
満
の

人
で
、
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

②
接
種
前
に
風
し
ん
抗
体
価
検
査
を
受
け

た
人

③
令
和
４
年
４
月
１
日
〜
令
和
５
年
３
月

31
日
ま
で
に
接
種
し
た
人

※
風
し
ん
追
加
的
対
策
対
象
の
昭
和
37
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま

れ
た
男
性
は
、
追
加
対
策
の
風
し
ん
抗
体
検

査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
助
成
回
数
　
１
人
に
つ
き
１
回
の
み

■
助
成
金
額
　

①
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
上
限
５
千
円

②
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
上
限
３
千
円

※
実
際
に
支
払
っ
た
額
と
右
記
を
比
較
し
、
低

い
金
額
を
助
成
し
ま
す
。
申
請
書
、
抗
体
価

検
査
の
結
果
表
の
写
し
、
領
収
書
の
写
し
を

左
記
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限
　
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
８
３
７
０
（
市
役
所
３
階
）

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
将
来
受
け
取
る
年
金
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
年
金
を
受
け
と
れ
な
く
な
っ
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
に
は
、
便
利

な
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
、
お
得
な
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料

　
１
万
６
５
９
０
円
（
月
額
）

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
者
と
そ
の
家
族
を
見
守
り
支
え
る

「
応
援
者
」
に
な
る
た
め
の
養
成
講
座
を

行
い
ま
す
。

※
受
講
者
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ

る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布
し
ま
す
。

■
と
き
　
４
月
16
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
中
会
議
室

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
４
月
11
日
㈪
　

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

赤
い
羽
根
　
地
域
助
成
事
業

公
募
の
ご
案
内

■
助
成
内
容

　
令
和
５
年
度
の
活
動
に
要
す
る
物
品
な

ど
直
接
的
な
経
費

■
助
成
対
象
　
市
内
で
活
動
す
る
福
祉
分

野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
等

■
助
成
金
額

　
１
件
　
上
限
10
万
円

■
申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
下

記
に
提
出

■
申
請
期
限
　
５
月
31
日
㈫

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局

　
（
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
㉔
７
０
２
６

傷
病
手
当
金
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
関
連
）
支
給
期
間
延
長

日
田
市
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
被
保
険
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
感
染
又
は
発
熱
等
の
症
状

が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
た
際
、
そ
の
療
養

の
た
め
会
社
等
を
休
み
、
給
与
の
全
部
又

は
一
部
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
（
一
定
の
要
件
有
り
）
に
支
給
さ
れ
る

傷
病
手
当
金
の
対
象
期
間
が
延
長
に
な
り

ま
し
た
。

■
対
象
期
限
　
６
月
30
日
㈭

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

日
田
川
開
き
観
光
祭
前
の

「
お
も
て
な
し
清
掃
」

観
光
祭
前
に
河
川
沿
い
や
公
園
清
掃
を
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
実
施
し
ま
す
。
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き

　
５
月
７
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
11
時
頃

　
（
午
前
８
時
30
分
〜
　
受
付
開
始
）

■
と
こ
ろ
　
亀
山
公
園
駐
車
場

■
内
容
　
街
灯
・
公
園
内
清
掃
　
等

■
申
込
方
法
　
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

「
参
加
者
氏
名
、
連
絡
先
」
を
九
州
電

力
㈱
大
分
支
社
に
申
込
み

■
申
込
期
限
　
４
月
15
日
㈮

※
清
掃
道
具
等
準
備
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
九
州
電
力
㈱
大
分
支
社

　
☎
０
９
０
‐
２
３
９
２
‐
１
５
１
８

　
　
０
９
７
‐
５
３
２
‐
１
５
８
１

　
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

制
度
へ
の
参
加
団
体
募
集

水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
制
度
（
ア

ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
は
、
企
業
や
団

体
が
公
園
や
道
路
、
河
川
等
の
う
ち
、
一

定
の
管
理
区
域
を
定
め
、
環
境
美
化
活
動

に
取
り
組
む
制
度
で
す
。
市
で
は
こ
の
活

動
に
対
し
、
清
掃
用
品
を
支
給
す
る
等
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
主
な
支
給
品

　
軍
手
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
、

　
火
ば
さ
み
、
ほ
う
き
、
ち
り
と
り
　
等

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却

紀
尾
井
町
戦
略
研
究
所
㈱
が
提
供
す
る
Ｋ

Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
公
有
財
産
の
売
却
を
行
い
ま
す
。

■
参
加
申
込
期
間

　
４
月
４
日
㈪
〜
20
日
㈬

次回の広報ひた４月15日号は、４月15日㈮に発送します。 【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

■
入
札
期
間

　
５
月
９
日
㈪
〜
11
日
㈬

■
公
売
予
定
物
品

　
救
急
車
（
平
成
22
年
式
）

■
申
込
方
法

　
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
右
記
二
次
元
コ
ー
ド
）
か
ら

申
込
み

※
公
売
物
品
を
中
止
又
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　
☎
㉔
２
２
０
４

令
和
４
年
度
咸
宜
大
学
受
講
生

咸
宜
大
学
と
は
、
日
常
生
活
を
清
く
正
し

く
過
ご
す
と
い
っ
た
「
日
々
是
好
日
」
の

理
念
の
下
、
高
齢
者
の
生
涯
学
習
と
し

て
、
毎
月
１
回
の
全
体
講
座
（
健
康
・
歴

史
・
音
楽
等
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

■
受
講
期
間

　
５
月
〜
令
和
５
年
３
月

■
入
学
金
　
２
５
０
０
円
（
年
間
）

■
申
込
先

　
左
記
に
入
学
金
を
添
え
て
申
込
み

※
講
座
の
内
容
や
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

保
護
猫
の
譲
渡
会

保
護
猫
を
生
涯
家
族
と
し
て
大
切
に
お
迎

え
し
て
く
だ
さ
る
人
を
大
募
集
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
10
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

問
ひ
た
ね
こ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
‐
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ

　
☎
０
９
０
‐
８
２
９
７
‐
１
１
２
１

第
86
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

雨
漏
り
、
屋
根
、
壁
、
床
等
の
傷
み
に
つ

い
て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
24
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

た
け
の
こ
掘
り
体
験
参
加
者
募
集

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
４
月
24
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
月
出
山
多
目
的
交
流
館

※
参
加
費
必
要
。
昼
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
募
集
数
　
50
人
（
先
着
順
）

※
住
所
、
氏
名
、
参
加
人
数
（
一
人
で
も
グ

ル
ー
プ
で
も
可
）
を
記
入
の
上
、
左
記
に

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

□
申
込
期
限
　
４
月
16
日
㈯

問
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
吉
田
）

　
☎
０
９
０
‐
４
３
５
１
‐
９
６
５
０

　
　
㉔
８
１
３
３

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い
環
境
を

お
届
け
し
ま
す

□
対
象
　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人

□
工
事
内
容

　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介
護
保
険
対
象

工
事
、
そ
の
他

□
申
込
期
限
　
４
月
28
日
㈭

※
申
込
受
付
後
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
０
８
０
‐
８
４
２
１
‐
６
０
３
２

Information ４.１ くらしの情報
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まちの話題

今年の豊作を願って
　２月27日、おおくぼ台梅園で「第42回日田おお
やま梅まつり」の豊作祈願祭が開催された。新型コ
ロナウイルス感染症対策のため、梅娘認証式や野点
などは中止となり、関係者による豊作祈願祭のみ行
われた。今年は寒い日が続いたため、例年より開花
が遅くまだ蕾の木が多かったが、晴天に恵まれ、た
くさんの観梅客が訪れていた。

ひな祭りの由来を知ろう
　３月３日、すぎっ子こども園でひな祭りが行われ
た。ひな祭りの由来、各人形や飾りの意味を説明し
たあと、園児がペアになって、おだいり様とおひな
様に扮した。子供たちは、ひな祭りの始まりである
「流しびな」の風習を描いた紙芝居を読んで、ひな
祭りには「子供が丈夫に育つように」という思いが
込められていることを学んだ。

恵方巻きを食べて元気に過ごそう！
　２月３日、コロナ禍でミニデイができない中、
70歳以上の一人暮らしの高齢者に少しでも季節行
事を楽しんでもらいたいという思いから、雉谷地区
民生委員・福祉委員が恵方巻きを手作りし、対象者
14人に届けた。受け取った人たちは、思い掛けな
い立春のプレゼントに顔をほころばせ、お互いの近
況報告などの話に花を咲かせた。

子供たちの安全を守ります
　２月15日、公益社団法人日田玖珠法人会日田支
部から防犯ブザー506個の寄附をいただいた。これ
は、児童の登下校などでの事故の未然防止と青少年
の健全育成に寄与することを目的としたもの。
　これに対し教育長は「子供たちの安全の確保と安
全意識の向上のために大切に使わせていただきま
す」と謝辞を述べた。

豆田流しびなに願い乗せ
　３月６日、第39回天領日田おひなまつりのイベ
ントの一つ「豆田流しびな」が桂林荘公園で行われ
た。流しびなは、願い事を書いたひな人形を川の流
れに浮かべる行事で、ひな祭りの原点とも言われて
いる。当日は家族連れや観光客が次々と訪れ、それ
ぞれの願いを紙びなに書き込み川に浮かべていた。

リヴァイ兵士長建立１周年 感謝の清掃
　３月６日、日田駅前広場にリヴァイ兵士長が来て
１年が経った。そこで銅像建立１周年の感謝の気持
ちを込めて、リヴァイ兵士長の銅像磨きが行われ
た。これは「進撃の日田まちおこし協議会」が企
画。水郷ひたキャンペーンレディなど関係者が水拭
きやから拭きで汚れを落とし、最後はワックスでピ
カピカに磨いた。

日田大山

上津江

ラグビー強化合宿
　２月18日から25日まで（公財）日本ラグビー
フットボール協会が、女子セブンズの強化合宿を陸
止競技場で行った。２月21日には市長が訪問して
「しっかり頑張って大会で良い成績を残してほし
い」と選手たちを激励し、牛乳・ヨーグルトを差し
入れた。選手たちは寒い中、チームメイトと声を掛
け合いながら一所懸命練習に励んでいた。

のだて

Ⓒ諫山創／講談社

上下流交流友好の広場に桜の植樹
　２月24日、田来原美しい森づくり公園で桜の苗木
の植樹が行われた。苗木180本は（公財）日本さく
らの会から寄贈されたもので樹高は２ｍを超える。
新型コロナウイルス感染症対策のため、予定してい
た「植樹祭」は中止となり、植樹は大山ダム水源地
域上下流交流事業実行委員会の関係者のみで行っ
た。この６年間で約1,300本の桜が植樹された。
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まちの話題

観光スポット御前岳岩屋
　２月23日、オオキツネノカミソリが芽吹き始め
た御前岳の中腹田代岩屋に地元住民が看板を設置し
た。これは昨年10月、御前岳景観整備の一環で岩
屋の古くなった柵の取替え作業を行った際、作業に
参加した38人の名前を明記した看板である。今後
新たな観光スポットとして登山道の整備も行い、御
前岳岩屋にも多くの登山客が訪れるようにしたい。

５冊の民話集完成！
　２月９日、前津江公民館の佐藤館長が地元に伝わ
る民話を元にした小冊子「前津江の民話集」の朗読
会を行った。地元に伝わる歴史を調べ、住民に話を
聞いて作り上げた民話集は「おふくの墓」「日輪さ
ま」「弥太郎蛇渕」「ばばごろし・星払蛇渕」「か
える岩」の５冊。佐藤館長は「これからも皆さんに
紹介できる本を作りたい」と意欲をみせていた。

元気に鬼は外！福は内！
　２月３日、なかつえ保育園で節分会が行われた。
子供たちは自分の心の中から追い出したい泣き虫鬼
たちに目掛けて新聞紙と色紙で作った豆をまいた。
その後、トラ柄のパンツをはき、自分で作ったお面
をかぶってかわいらしい鬼に変身。初めは鬼を怖
がっていた園児も、最後は箱に入った福の神の折り
紙に笑顔がこぼれていた。

華やかなひな人形！鯛生金山
　２月１日から３月末まで、地底博物館鯛生金山で
ひな人形の展示が行われた。中津江村は福岡県と熊
本県に隣接し、国道442号線沿いにあるため、鯛生
金山では３県にちなんだひな祭り企画を２年前から
行っている。例年、段飾りのほかに肥後の土人形豆
雛なども展示され賑わっていたが、今年はコロナ禍
のため展示内容を縮小しての開催となった。

第２分団消防団詰所 新たなスタート！
　２月18日、五馬市地区に建設中であった天瀬方
面団第２分団コミュニティ消防センターが完成し
た。これまでは、いつま小学校下にあったが移転と
なり、今回新たに五馬市新城地区の旧ユニスター跡
に建設された。分団員は新しくなった活動の拠点
で、心機一転、今後の消防団活動に向けて消防資機
材の整備や配置を進め、有事に備えていた。

荘厳な雪化粧の慈恩の滝
　２月17日、強い寒気の影響で雪が降り積もった。
日田市と玖珠町の境にある慈恩の滝では、寒さが生
み出す自然美を見ることができ、滝の周りは凍って
無数の氷柱が下がっていた。慈恩の滝は上段下段合
わせて30ｍの落差がある二段式の滝で、豊かな水が
細かいしぶきを立てながら流れ落ちる様が勇壮であ
り、夏には涼を求めて多くの観光客が訪れる。

天瀬

中津江

絵と文に思いを込めて
　２月８日、天瀬公民館主催の絵手紙教室が開催さ
れた。この教室は、毎月第２火曜日に開催されてお
り、当日も各々持ち寄った季節の花や野菜等を題材
に真剣な眼差しで筆を走らせ、色鮮やかな絵手紙を
完成させていた。教室生からは「何気なく咲いてい
る野の花などに目がつくようになった」「楽しみな
がら続けています」などの声が聞かれた。

天ヶ瀬温泉街をつなぐ灯り
　２月５日から３月５日まで、天ヶ瀬温泉つなぐ会
議が「灯りの実証実験」を行った。令和２年７月豪
雨で被災した天ヶ瀬温泉街の暗さを払拭し、新たな
夜間景観を創出してにぎわい復活につなげようと、
玖珠川の橋や温泉街の公園等をライトアップした。
期間中には住民や観光客にアンケートを取り、集約
した意見を今後のまちづくりに反映させていく。

前津江

ほしばらいやたろうじゃぶち
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図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日・祝日は午後６時まで）

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ

<作り方>
①かぼちゃは種とわたを取り、一口大に切る。鍋に入れ、ひたひたになるく
らいの水を注ぎ、中火にかける。
②かぼちゃに火が通ったら、干しぶどうと砂糖、レモン汁を加えてさらに煮
込む。
③火を消して粗熱を取る。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア内）

■材料■　（２人分）
かぼちゃ　　　　　　　　　100g
干しぶどう　　　　　　　　10g

冷蔵庫で冷やしてもおいしく食べられます。かぼちゃをさつまいもに、
砂糖をハチミツに替えるのもオススメです（乳児ボツリヌス症予防のた
め、１歳未満のお子さんにはハチミツを与えないでください）。

　
前
回
、
広
報
ひ
た
１
月
１
日
号
で
紹
介

し
た
梁
川
星
巌
の
弟
子
に
漢
詩
人
と
し
て

知
ら
れ
た
河
野
鉄
兜
が
い
ま
す
。
鉄
兜
も

日
田
を
訪
れ
、
晩
年
の
淡
窓
と
面
会
し
て

い
ま
す
。

　
鉄
兜
は
、
通
称
は
俊
蔵
、
名
は
罷
、
字

は
夢
吉
、
号
は
秀
野
と
言
い
ま
す
。
播
磨

国
網
干
（
兵
庫
県
姫
路
市
）
の
医
家
に
生

ま
れ
、
医
学
、
儒
学
等
を
学
び
、
梁
川
星

巌
に
詩
を
学
び
ま
し
た
。
医
業
を
開
業
し

た
あ
と
、
江
戸
に
遊
学
し
著
名
な
詩
人
た

ち
と
交
流
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
播
磨
国

林
田
藩
に
招
か
れ
、
藩
校
敬
業
館
の
教
授

と
な
り
ま
し
た
。

　
嘉
永
７
年
（
一
八
五
四
）
３
月
、
弟
の

東
馬
を
連
れ
て
、
中
国
九
州
の
旅
に
出
て

著
名
な
詩
人
に
会
っ
て
交
流
し
て
い
ま

す
。
淡
窓
の
も
と
に
は
、
同
年
８
月
７
日

に
訪
れ
て
い
ま
す
。
淡
窓
の
日
記
『
甲
寅

新
暦
』
に
は
「
七
日
　
河
野
俊
蔵
来
る
。

筑
後
屋
に
宿
す
。
範
治
、
孝
之
助
を
し
て

往
き
て
之
に
館
せ
し
む
」
「
八
日
　
俊
蔵

及
び
其
の
弟
（
東
馬
と
称
す
）
来
見
す
。

之
を
留
め
招
隠
洞
に
宿
せ
し
む
。
饗
を
設

け
、
五
岳
、
南
梁
、
範
治
、
孝
之
助
が
伴

客
す
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
九

日
、
十
日
、
十
一
日
と
続
い
て
、
共
に

「
客
を
供
す
に
酒
を
以
て
す
」
の
記
載
が

あ
り
「
十
二
日
　
河
野
俊
蔵
辞
去
す
。
別

れ
の
酒
を
供
す
。
範
治
、
南
梁
、
孝
之
助

が
同
座
す
」
と
あ
っ
て
、
咸
宜
園
内
の
招

隠
洞
に
宿
泊
さ
せ
て
連
日
宴
席
を
設
け

て
、
淡
窓
、
青
邨
、
林
外
、
平
野
五
岳
、

長
梅
外
ら
と
交
流
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　
そ
の
後
、
鉄
兜
は
佐
賀
、
多
久
、
長
崎

な
ど
を
巡
り
、
11
月
１
日
に
再
び
淡
窓
の

も
と
を
訪
ね
て
い
ま
す
。

　
鉄
兜
の
随
筆
『
諏
馴
』
に
も
、
淡
窓
を

訪
ね
た
際
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。
淡
窓
の

印
象
に
つ
い
て
「
淡
窓
は
痩
て
短
小
な
る

人
に
て
、
一
の
田
舎
翁
な
れ
ど
も
、
動
止

語
言
の
際
、
人
を
射
る
の
英
風
あ
り
。
極

て
謙
遜
に
見
ゆ
る
中
、
一
世
を
籠
軍
す
る

気
を
含
め
り
」
と
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
「
遠
思
楼
中
に
留
ま
り
し
間
、
往

来
三
十
日
ば
か
り
日
夕
に
酒
饌
の
盛
饗
あ

り
。
…
今
の
青
邨
、
林
外
よ
り
長
南
梁
父

子
、
僧
五
岳
、
千
原
某
、
及
び
高
足
の
門

人
、
時
時
に
来
集
し
て
芸
文
を
談
ず
」
と

歓
待
を
受
け
た
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。

　
日
田
を
離
れ
る
際
の
記
事
で
は
、
淡
窓

が
涙
を
流
し
別
れ
を
惜
し
む
中
、
旭
荘
や

青
邨
、
林
外
と
の
変
わ
ら
ぬ
交
友
を
頼
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
鉄
兜
は
、
雨
で

濡
れ
た
地
面
に
手
を
着
い
て
礼
を
述
べ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
後
、
鉄
兜
は
大
坂
の
旭
荘

と
親
し
く
交
遊
を
続
け
、
慶
応
３
年
（
一

八
六
七
）
、
43
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－（人物編　河野鉄兜）

　　淡窓・咸宜園と交流のあった文人・墨客たち⑭

たんそうさん

▲林田藩校敬業館講堂

問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８

大好き図書館！

す
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かぼちゃのレモン煮

砂糖　　　　　　      大さじ１ レモン汁　　      　　大さじ１

新刊情報
ニッポンの名茶碗100
原寸大図鑑
清水芳郎／作
株式会社　小学館

日本美術史上極めて貴重な茶碗を100
点厳選、全てカラー原寸大で掲載した図鑑。国宝６碗、重
要文化財20碗、重要美術品５碗を含む100碗は全て美術
館所蔵品、茶の湯文化を俯瞰して理解する上で貴重な資料
となる１冊！
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開館時間やサービスの内容は状況によって
変更になる場合があります。詳細は、右記
二次元コードから確認、又は図書館にお問
い合わせください。

土日 月 火 水 木 金

４月の休館日（○…休館日）

2625

５
12
19

９
16
23
30

２１
８
15
22
2928

７
14
21

３
10
17
24

４
11
18

27

６
13
20

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　４月９日㈯　
　午後３時～
　４月23日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

■テーマ　「ひとみキラキラ　本にどきどき」
■期間　４月23日㈯～５月12日㈭
　今年もいろいろなイベントを企画しています。是非、
図書館に遊びに来てください♪

＜期間中のイベント＞
①一日図書館長（４月24日㈰　午後１時～２時）
②トショカンクエストⅡ～クイズにチャレンジ～（期間
中）
③テーマでえらんでおすすめパック（本がなくなり次第
終了）
④道の未知を知ろう！～どうろとロード～（期間中）
⑤端午の節句フォトブース（期間中）
⑥図書リサイクル会（期間中）
※詳細は図書館だよりや図書館に備付けのチラシをご覧ください。

第64回こどもの読書週間

来館者の皆さんへお願い
・自宅で検温し、熱などの風邪症状がある場合は
来館をご遠慮ください。
・手指の消毒、マスクの着用、咳エチケットで飛
沫感染防止にご配慮ください。

児童書が寄贈されました！
　チャリティー事業を通じて日田商工会議所女性会か
ら、児童図書31冊を寄贈していただきました。昭和54
年から続く寄贈は累計5,463冊となりました。新刊コー
ナー横に展示していますので是非ご利用ください。

今月の手話① 「大分県日田市」

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

　令和４年４月に日田市手話言語条例が制定されまし
た。そこで、今回から日常生活で使える手話
を紹介します。動画（右記二次元コード）も
公開しています。今回の紹介者は市長です。

手の甲の親指の付け根付近に
もう片方の親指と人差し指で
作った丸を乗せて示します。

人差し指をピッと立てて数字
の「１」を表現するようにし
ます。

グーを作り親指を立てます。

親指、人差し指、中指の３つ
の指を立て、他の指は折り曲
げ、手を横向きにして「し」
を表現します。

両手のひらを合わせ、擦り合
わせます。

大
分

ひ
（
指
文
字
）

た
（
指
文
字
）

し
（
指
文
字
）

県

※手話表現は地域や年代によって多少異なる場合があります。

手 話 で 話 そ う
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（令和４年２月28日現在） 

■人口　
　62,849人
　（前月比－54人）
・男　29,831人
・女　33,018人
■世帯数
　27,407世帯

　★こいのぼり制作
　14日㈭・15日㈮　10:30～11:30
　★ベビーマッサージ教室
　19日㈫　10:30～12:00
　★音あそび（療育相談）
　22日㈮　11:00～12:00
　★母の日制作
　27日㈬・28日㈭
　10:30～11:30　

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設４月の主な催し　　

天瀬児童館　☎57８９２２

●お話し会
　　６日㈬　10:30～11:00
　　14日㈭　10:30～11:00
　リズム遊び
　21日㈭　10:30～11:30
●こいのぼり作り
　　23日㈯　10:30～11:30
　　28日㈭　10:30～11:30

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１

　おしゃべり広場
　６日㈬　10:30～11:30
●こいのぼり作り
　　20日㈬　10:30～11:30
　　23日㈯　10:30～11:30

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★こいのぼり制作
　13日㈬　10:00～12:00
　　　　　 13:30～15:30
※午前・午後各５世帯限定。
●身体計測＆なにしてあそぶ？
　14日㈭　10:00～12:00
●フレンズデイ（土曜開放日）
　23日㈯　10:00～12:00

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★ベビーマッサージ
　14日㈭・21日㈭　10:00～11:00
★ヨガ
　20日㈬・27日㈬　10:00～11:00
★お誕生会
　28日㈭　10:00～11:00
※誕生者は９:45までに来てく
　ださい。 ９:00～17:00

金・土曜日休館（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

★うたとお話し会
　12日㈫　11:00～11:30
★わらべうたベビーマッサージ
＆ファーストパパママクラブ
　15日㈮　13:30～15:00
★プレママクラブ
　20日㈬　13:30～15:00
★こいのぼり制作
　21日㈭　９:30～12:00

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ４
　６月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　５月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

川村心桜ちゃん
（１歳・亀川町）

乳

乳

乳

乳

乳

小

乳

こはる

小

乳

小

乳

乳

新型コロナウイルス感染症の影響で内容が変更
する場合があります。詳細は市ホームページ
（右記二次元コード）から確認してください。

𠮷田壮志ちゃん
（１歳・上手町）

穴井丈翔ちゃん
（１歳・藤山町）

たける そうきそうし
髙倉爽暉ちゃん
（１歳・日高町）

井上結衣ちゃん
（１歳・小迫町）

ゆ い

日野釉月ちゃん
（１歳・清水町）

はるき
河津賀久ちゃん
（１歳・清岸寺町）

が く ゆづき

れ な
大内玲奈ちゃん
（１歳・港町）

三俣恵生ちゃん
（１歳・新治町）

因間小麦ちゃん
（１歳・清岸寺町）

は る り な
財津莉奈ちゃん
（１歳・中城町）

赤尾羽琉ちゃん
（１歳・小迫町）

け い こむぎ さくらこ あおと
白川蒼人ちゃん
（２歳・本庄町）

大坪桜子ちゃん
（２歳・田島１丁目）

木下陽貴ちゃん
（１歳・中釣町）

め い
川辺愛依ちゃん
（２歳・刃連町）

大原桜花ちゃん
（２歳・三本松新町）

㠶足華乃羽ちゃん
（３歳・天神町）

おうか か の は えりりは
櫻木こず枝ちゃん
（３歳・港町）

池田莉花ちゃん
（３歳・亀川町）

ボランティア団体「ひたおもちゃ病院」では、動かな
くなったり音が出なくなったりしたおもちゃを、おも
ちゃドクターが無料で修理しています。毎月１回、活
動を行っていますので、是非お持ち寄りください。詳
細は中央児童館にお問い合わせください。

■日程　４月 20日㈬　10:00 ～ 15:00

おもちゃ病院 in中央児童館

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。
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問観光課観光振興係☎㉒８２１０（市役所３階）
　自動車道楽倶楽部プレディレッタチェント・ミリアかみつえ運営事務局
　☎０４５-５０７-５９０６

日田駅前の交通規制
チェント・ミリアかみつえの開催に伴い、下記の時
間は、日田駅前交差点～中野川新大橋交差点までが
通行止めとなります。大変ご迷惑をお掛けします
が、ご協力をお願いします。
◆期間　４月16日㈯　午前７時～午後２時

世界の名車によるスタンプラリーイベン
ト「チェント・ミリアかみつえ2022」
が開催されます。JR日田駅前をスター
ト後、日田温泉旅館街、豆田町、オート
ポリスを通過し、熊本県山鹿市を目指し
ます。第20回の記念となるスタートセ
レモニーでは、「藤蔭高等学校吹奏楽
部」が演奏を披露します。また、駅前商
店街主催の「中野川桜まつり」も同時開
催されます。陽春の日差しを浴び、世界
の名車が町を駆け抜ける九州最大級のク
ラシックカーイベントを沿道で是非ご覧
ください。

▲交通規制図

特設会場

●日田バスターミナル

ＪＲ日田駅

中野川 中野川

…車両進入禁止

　

　歴史公園として整備していたガランドヤ古墳公園の１次整備事業が完了し、３月27日から供用を開始しました。
そこで、オープンを記念して１号墳の特別公開とガイダンス棟の展示解説を行います。
＜注意＞次回の一般公開（１号墳）は今秋を予定しています。
▶とき　４月10日㈰　午前９時～正午、午後１時～４時
▶ところ　ガランドヤ古墳公園（石井町３丁目）
▶定員　300人（先着）
▶申込方法　氏名、連絡先を下記に電話で申込み 
※見学時間帯を指定する場合があります。
※申込時間にお越しいただいても並んでいただく場合があります。
※一度に申込みできる人数は４人までです。
▶申込期間　４月４日㈪～８日㈮　午前９時～午後５時
※新型コロナウイルス感染症の影響等によって内容が変更又は中止になる場合があります。
問文化財保護課埋蔵文化財係☎㉔７１７１（市役所別館２階）

1272
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